
資料　２

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和10年度

第２期基本計画時　変更 ３４７万人 ４２１万人

今回　変更 ３３４万人 ４０６万人

実績 ２７２万人 ３０９万人 ３１８万人 ― ―

令和3年度
実績

令和4年度
実績

令和5年度
実績

令和10年度
目標

16,712 37,068 29,316 37,415

113,180 126,500 137,000 300,000

1,880 4,632 21,572 43,645

14,218 14,336 14,771 19,499

43 115 87 112

545 526 541 569

（変更案）

変更
観光ボランティアガイドツアー
年間出役数（回）

62.9 59 58 64

（変更案）

変更
観光ボランティアガイドツアー
年間出役数（回）

- 17.0% 17.4% 56.4%

（変更の理由）
広域連携による成果をはかるため。

日本遺産「忍びの里」認知度
（％）

算出方法:「忍びの里伊賀甲賀忍者協議会」にて、R7に33％目標を設定。R5から7.8ポイントずつ増加することにより
設定。

甲賀流リアル忍者館周辺関連施設の
年間来館者数（人）

第２次甲賀市観光振興計画　第３期基本計画　目標指標（案）

算出方法：新型コロナウイルス感染症の影響を受けた期間を除くH27-R1の平均年間伸び率1.05をR5実績数値から各年
度乗じることにより設定

算出方法：基本指標の観光入込客数目標値にコロナ前5年間の外国人観光客の占める割合の平均1.76%を乗じて設定。

算出方法:路面交通量等を勘案したシミュレーションで、令和10年度に30万人と予測されている。令和7年度オープン
のため、令和5年度実績から、毎年32,600人ずつ増加とする。

算出方法：「忍者を核とした観光拠点整備計画」において、令和7年に周辺関連施設を含んだ目標人数を10万人とし
ていたが、現在、周辺関連整備が終了していないため、R5年数値に3年間の平均の伸び率1.05を乗じることにより設
定。

②誘客促進戦略進捗評価指標

指標名

①魅力向上戦略進捗評価指標

【進捗評価指標】第３期基本計画の４年間(R7～R10）の目標値

市民意識（甲賀市の魅力を自慢できるか）
〔自慢できる・まあまあ自慢できる（％）〕

算出方法:過去5年（R1～R5）の調査で一番数値の高かった64％に4年で復活させる。

（変更の理由）
市民の意識の変化をはかるため。

【基本指標】第２次観光振興計画の１２年間(H29～R10）の目標値

算出方法：基本指標の観光入込客数と同様に設定。

算出方法:新型コロナウイルス感染症の影響を受けていない元の状況にR10年までに取り戻す。
（112回はH28-R01の平均値）

算出方法：減少傾向が続く両協会の支援を継続的に行い、前回と同様、基準年のR5年数値に伸び率1.01を各年度乗じ
ることにより設定。

③地域活性化戦略進捗評価指標

≪観光入込客数≫

観光協会会員数
〔事業所・事業者〕(団体)

観光ボランティアガイドツアー
年間出役数（回）

市内観光消費額（百万円）

年間外国人観光客（人）

道の駅あいの土山の年間来館者数（人）


